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【結果】主観的な恐怖の度合いはいずれの呈示回数でも、non-emotional task より emotional task において高い値
を示し、emotional task においては呈示回数の増加と共に減少し、刺激に対する馴化が起こっていると考えられた。
PET スキャンでは、emotional task１、２回目の呈示で５、６回目の呈示よりも優位に賦活されていたのは、後部帯












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、健常成人における情動を伴った視覚刺激及び情動を伴わない視覚刺激に対する馴化の過程の神経基盤を、
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